








まずは､ ひきこもりについて､ 支援者が理解を深めていきましょう｡

この章では､ ひきこもりとはどのようなことを指すのか､ また､ 全国と島根県のひきこも
りの現状についてまとめました｡
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ひきこもりとは､ どういう状態をいうのでしょうか｡

2010年に出された国のガイドラインでは､ 上記のように記されています｡

引用：ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン (2010)
厚生労働科学研究費補助金こころの健康科学研究事業 (研究代表者 齊藤万比古)
http://www.ncgmkohnodai.go.jp/pdf/jidouseishin/22ncgm_hikikomori.pdf
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つまり､

｢ひきこもり｣ は病名ではなく､ 症状､ 状態を表す言葉です｡

自宅にひきこもって､ 学校や会社にも行かず､ 家族以外の人と関わることが無く､ それが
長期 (６か月以上) に渡る状態です｡
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全国では､ 平成22年の調査で､ ひきこもり当事者の人数は､ 広く見積もって70万人､ 準ひ
きこもりの方を除くと24万人と言われています (内閣府調査)｡ この調査結果の比率からす
ると､ 島根でも約1,300人の人がひきこもっていることが推定されます｡

島根県では､ 平成25年11月の調査で､ 1,040人のひきこもりの人がいるという結果が出て
います｡ (民生委員・児童委員を対象に実施されたアンケートより)
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島根県のひきこもりの特徴として上記のことが言えます｡

つまり
①高齢層で長期化したケースが多い
②現在何の支援も受けていないケースが多い

このような現状を踏まえ､ 必要な支援策として､ 専門的な医療支援やカウンセリングの充
実､ 支援や相談窓口の充実が必要となります｡

また､ 相談を受ける支援者が､ いざひきこもり相談があったときに適切な対応ができるこ
とが重要です｡ ひきこもり相談は､ ある程度長期化してから相談につながるものです｡ 初め
て相談に行った先で対応が不十分であれば､ せっかくつながりかけた支援の糸を切ってしま
うことにもなりかねません｡

この支援マニュアルを活用したり､ ひきこもり支援に関する研修などに参加し､ ひきこも
り相談のスキルアップをしていきましょう｡
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さて､ ひきこもりとはどのような経過をたどり､ どのような支援が必要となるのでしょう
か｡

＜ひきこもりの始まり＞
ひきこもりとは､ ある日突然起こるものではありません｡ 様々なストレスを感じ､ 悩み､

ひきこもりがスタートする随分前から､ エネルギーの低下は始まっています｡

＜エネルギーの低下と対人恐怖・集団恐怖＞
エネルギー低下の原因は､ 明確な原因がある場合 (いじめ､ 嫌な出来事など) と､ もとも

と対人緊張が高く､ 集団にいるだけで疲れるタイプの場合があります｡ そして､ エネルギー
低下と並行して対人恐怖・集団恐怖がやってきます｡

＜ひきこもりの回復＞
本人にとって ｢安心・安全な環境｣ や､ ｢理解してくれる人の存在｣ があれば､ エネルギー
はだんだん回復していきます｡ それに伴って､ 恐怖症状が軽減していきます｡ 実際のエネル
ギーが回復していくと､ 表面的に見える部分も回復していき､ ひきこもり状態も解消してい
きます｡

逆に､ ｢安心・安全な環境｣ や ｢理解してくれる人の存在｣ が満たされなかった場合､ エ
ネルギーの回復がうまくいかず恐怖症状が継続し､ 二次障がいが起きる可能性もあります｡
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ひきこもり相談の全体像は､ ４つの段階からなっています｡

ひきこもり支援は､ 本人の状況によりますが､ 通常家族へのアプローチから本人への個人
アプローチへ､ そして集団の場への参加を経験し､ 段階的な社会参加が可能となります｡ 上
記に示したような諸段階を一段一段上っていく過程であり､ いきなり階段を飛ばしてより上
の段階に進むことはできません｡ また､ 各段階にどのくらい時間を必要とするかは各事例の
特性によって異なります｡

①家族へのアプローチ
まずは､ 家族が楽になり､ 適切な対応をとることで､ 本人と家族との関係を改善します｡

例えば､ 個別の家族相談を受けたり､ 家族教室や家族会への参加を促していきます｡
②本人への個別アプローチ
家族との葛藤が軽減されると､ 本人の世間への恐怖感も薄らぎ､ 特定の他者との関係が可

能になります｡ 来所や家庭訪問により､ 家族以外 (相談員など) と本人との一対一の交流を
行っていきます｡
③ (中間的な) 集団の場への参加
家庭以外で､ 同じ経験者など安心できる集団の場への参加を続けます｡ 当事者の居場所に

参加し､ 集団内での交流を行っていきます｡
④段階的な社会参加
大きな挫折を避けつつ､ その人に合った社会参加を段階的に進めてきます｡ その人に合っ

た段階的な就労支援などを行っていきます｡
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次に､ ひきこもり相談を受けるにあたって､ 支援者が心得ておくべきポイントについてま
とめました｡

基本は他の相談と同じですが､ ひきこもり相談は､ 相談につながるまでの期間が長くかかっ
ているということ､ 家族からの相談が多いといった点で､ ひきこもり相談ならではの対応も
必要となります｡
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家族からの相談を受けた場合､ まずは家族の ｢歴史の重み｣ をねぎらいましょう｡

ひきこもり相談は､ ある程度長期化してから相談につながるものです｡
それまでに､ 家族なりの努力をしつつも事態はこう着し､ 何年も経ってしまったという

｢歴史の重み｣ があることを忘れずに､ 相談場面に臨んでください｡

まず､ 上記のセリフのように､ これまでの家族なりの努力と､ 相談することを決意された
勇気をねぎらうことから始めてください｡
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ひきこもり相談の基本は他の相談と同様です｡ ｢よく聴く｣ については､ 次のページで詳
しくご説明します｡

｢よく聴く｣ 対応は当然のこととしてやったとしても､ 受け身的に傾聴することに偏ってし
まい､ ｢ねぎらう｣ ｢ほめる｣ 対応を忘れがちなので､ 気を付けてください｡ ｢よく聴く｣ ｢ね
ぎらう｣ ｢ほめる｣ を押さえ､ 次は､ ｢次回につなぐ｣ こと､ 相談を継続することを考えましょ
う｡

｢一気に解決できなくても､ これから一緒に糸口を見出していきましょう｣ と誘い､ 治療同
盟のような信頼関係づくりをしましょう｡

P50に相談の基本パターンとして使える語録をまとめましたので､ ご活用下さい｡
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｢よく聴く｣ コツは ｢かくしよきん｣ と覚えましょう｡

相手に関心を示しましょう｡
相手と視線を合わせ､ 座る位置は真正面ではなく少し斜めに､ 落ち着いた声で話を聞いて

いきましょう｡

相手の言葉を繰り返しましょう｡
｢たまに食器洗いをしてくれます｡｣ と言われれば､ ｢食器洗いをしてくれるんですね｣ と繰
り返して伝えると､ 相手は話を聞いてもらえていると感じやすくなります｡

質問して話を深めましょう｡
｢もう少し詳しく教えていただけますか？｣ などと､ イエス・ノーでは答えられない質問を
していくことで､ 話が深まっていきます｡

相手の話を要約しましょう｡
｢○○ということがあって○○と感じたんですね｣ というように､ 相手の話す内容をまとめ
て返していきましょう｡

共感しましょう｡
｢それは大変でしたね｣ とねぎらいの言葉をかけ､ 共感を示しましょう｡

自分の意見は最後に言いましょう｡
相手の話をひととおり聞いてから､ アドバイスをすると聞き入れてもらいやすいです｡
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ひきこもり相談を受けている支援者が陥りやすいパターンがあります｡

相談を受けていると陥ってしまいやすいのが､ ｢本人と会わないと分からない｣ ⇔ ｢連れ
て行けない｣ という押し問答のようなループです｡ これでは八方塞がりになり､ 話が終わっ
てしまいます｡

本人の来所がない中では､ 確定診断はできなくても､ 家族の相談を ｢つなぐ｣ 中で､ 周辺
情報を収集することができます｡ また､ 家族相談を深める中で､ 家族に余裕が生まれたり､
家族の本人への対応が変わり､ その結果本人の変化につながることが多いものです｡

上記のセリフのように伝え､ 相談を継続､ つないでいくことが大切です｡
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｢どうしたらいい？｣ と言われると､ 支援者としては､ 何らかの答えを出してあげたい気持
ちになるのは当然です｡ ただ､ 現実には､ そうそう簡単に良い方法を見つけることは難しい
です｡

ひきこもり相談は､ その歴史が重いがゆえに､ ｢何をやってもダメだった｣ ｢まったく動き
がない｣ 等の話に陥りがちです｡ それらの話も真摯に受け止めた上で､ ｢例外｣ を引き出す
質問をすることが有効です｡ ｢ほんのちょっとでもうまくいったこと｣ ｢本人なりにやってい
ること｣ を尋ね､ ｢他には？｣ と聞いていきましょう｡

安易に答えを出そうとするより､ 相談者の努力を認めたたえながら､ 相談関係を維持して
いく方が現実的です｡

上記のセリフのようにたずね､ 返答があれば､ より詳しく深めていく方法がいいでしょう｡
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＜｢相談者はだれか？｣ を思い出す＞
相談者が家族の場合､ 当然､ ひきこもっている本人の話題ばかりになってしまいます｡ そ

れはある意味当然ですが､ 相談者自身の気持ちに焦点を当てることで､ 相談者自身が ｢報わ
れた｣ 気持ちを得ることができます｡

＜つながる工夫・続ける工夫を＞
ひきこもり相談は､ 歴史の重さゆえに､ また再び相談の糸が切れてしまうと､ 次の相談機

会が訪れるには､ ｢相当の期間｣ または ｢相当の出来事が生じてから｣ ということになって
しまいます｡ よって ｢細くて切れやすい糸をたぐり寄せるような感覚｣ で､ 相談ケースをつ
なぐことが必要です｡

＜家族自身が ｢楽しんでよい｣ ｢休んでよい｣ ことを伝える＞
このことを家族は忘れがちになります｡ 本人の悩みを家族が忘れてはいないことも伝えな

がら､ 家族自身の生活を ｢楽しんでよい｣ ことを伝えましょう｡
家族の余裕が､ 本人のためにもなるのです｡
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